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第３５２回教育研究評議会議事要録 

 

１．日 時  令和３年３月２日（火） １３：３０～１５：０５ 

２．場 所  大会議室（一部web参加） 

３．出席者  三浦学長、塩谷理事・副学長、二見理事・副学長、 

三上理事・事務局長、谷副学長、佐野副学長、塘副学長、 

       朝賀人間発達文化学類長、中村評議員、初澤評議員 

       鈴木行政政策学類長、髙橋評議員、福島評議員 

       貴田岡経済経営学類長、末吉評議員、福冨評議員 

       神長共生システム理工学類長事務代理、長橋評議員 

       生源寺食農学類長、荒井評議員、金子評議員 

       小野原基盤教育主管、難波環境放射能研究所長 

       【オブザーバー】高橋理事、緑川理事、上井監事、橋本監事 

４．欠席者  佐藤共生システム理工学類長 

 

５．議事 

【確認事項】 

  第３５１回教育研究評議会議事要録を原案の通り確認した。 

 

【審議事項】 

（１）学則の一部改正について 

塩谷理事・副学長から、資料６に基づき、令和３年度の食農学類附属発酵醸造研

究所設置等に係る学則の一部改正について説明があった。 

審議の結果、原案のとおり承認され、今後の手続きとして各学類教員会議へ意見

聴取し、第３５４回教育研究評議会（３月２３日開催予定）にて各学類から戻り報

告をすることとした。 

 

（２）大学院の改革について 

   塩谷理事・副学長から、資料７に基づき、大学院の改革の今後のスケジュール及

び福島大学大学院再編構想について説明があり、引き続き、各学類長から、複数研

究科案の検討状況について報告があった。 

質疑応答の中で、文部科学省への事前相談の内容について質問があり、塩谷理事・

副学長から、主な内容及び相談に用いる資料について回答があった。 

審議の結果、大学院の改革について提案のスケジュールにより継続して議論を進

めていくことが承認され、各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、

報告することとした。 
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【報告事項】 

（１）就業規則の一部改正について 

塩谷理事・副学長から、資料１に基づき、字句修正および条ずれ修正に係る「非

常勤講師就業規則」の一部改正案、組織改編に伴う「国立大学法人福島大学職員任

免規程」及び「国立大学福島大学職員懲戒規程」、「勤務時間管理に関する実施細則」

の一部改正案、組織改編及び字句修正に係る「国立大学法人福島大学金谷川事業場

における過半数代表者及び代表委員に関する規則」の一部改正案（いずれも令和３

年４月１日付改正予定分）について、報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（２）令和２年度施設整備費補助金事業スケジュールについて 

三上理事・事務局長から、資料２に基づき、令和２年度施設整備費補助金事業（３

次補正単年度事業）における金谷川団地Ｌ講義棟改修事業スケジュール案について

報告があった。引き続き、田牧施設課長からスケジュール案の詳細について説明が

あり、今後も状況に応じて報告していくとの発言があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（３）令和３年度以降の教員研究費配分方法の見直しについて 

二見理事・副学長から、資料３に基づき、令和３年度以降の教員研究費配分方法

について、①研究基盤経費は、条件を満たしている教員へ従来どおり一律に配分す

ること、②研究活動支援経費は、その使用方法について、７割を前年度に外部研究

資金申請実績のある教員を対象に配分、残り３割を外部資金獲得インセンティブ、

及び学内競争的研究資金（若手研究者を対象とする「個人研究助成」新設を含む）

の配分財源として使用することとして、研究推進機構会議（令和３年２月１９日開

催）にて決定した旨報告があった。 

質疑応答の中で、特任教員の外部資金獲得に係る配慮について質問及び意見があ

り、二見理事から、今後の研究推進機構会議にて検討する旨回答があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（４）大学発ベンチャーの支援継続について 

   二見理事・副学長から、資料４に基づき、福島大学発ベンチャーとして支援し

ている（株）ミューラボより令和３年４月から３年間の継続支援申請があり、国

立大学法人福島大学発ベンチャー支援に関する規程第７条の規定に基づき、研究

推進機構会議（令和３年２月１９日開催）にて、申請内容のとおり継続支援につ

いて承認された旨報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 
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（５）バイアウト制度の導入について 

   二見理事・副学長から、資料５に基づき、競争的研究費の直接経費から研究以

外の業務の代行に係る経費を支出可能とする見直し（バイアウト制度）につい

て、文部科学省通知に基づき、本学においても令和３年４月から実施するため、

体制を整備することについて報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 


